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(57)【要約】
被撮影物体を認識する方法、装置、携帯端末及びカメラ
が本出願に開示される。認識方法は、撮影命令の受信に
応じて端末の撮影装置を起動させて被撮影物体をオート
フォーカスすることと；撮影装置が被撮影物体にフォー
カスすることに成功した後、撮影装置のフォーカス後焦
点距離を取得することと；被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定
することとを含む。本出願は、既存技術における改変さ
れた写真を認識するスキームに関連する高複雑性という
技術的課題を解決する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被撮影物体の認識方法であって、
　撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置をアクティブ化して被撮影物体をオートフォ
ーカスすることと、
　前記撮影装置が前記被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、前記撮影装置のフ
ォーカス後焦点距離を取得することと、
　前記被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかを前記フォーカス後焦点距離に基づい
て判定することとを含む、前記方法。
【請求項２】
　前記被撮影物体の前記物体種別が写真であるかどうかを前記フォーカス後焦点距離に基
づいて判定することが、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかを前記
フォーカス後焦点距離に基づいて判定することであって、前記予め設定された閾値は撮影
装置が生体物体をキャプチャするのに必要な最小距離を表すのに用いられるものであり、
前記物体種別は生体物体及び写真を含むものである、前記判定することと、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の前記距離が前記予め設定された閾値未満である場合、
前記被撮影物体の前記物体種別は写真であると判定することとを含む、請求項１に記載の
認識方法。
【請求項３】
　前記被撮影物体の前記物体種別が写真であるかどうかを前記フォーカス後焦点距離に基
づいて判定することが、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかを前記
フォーカス後焦点距離に基づいて判定することであって、前記予め設定された閾値は前記
撮影装置が生体物体をキャプチャするのに必要な最小距離であり、前記物体種別は生体物
体及び写真を含むものである、前記判定することと、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の前記距離が予め設定された閾値未満である場合、前記
撮影命令にしたがって生成された前記被撮影物体の画像データを取得することと、予め取
得された改変された写真の特徴（複数可）が前記画像データに存在するかどうかを検出す
ることと、
　予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が前記画像データに存在する場合、前
記撮影物体の前記物体種別は写真であると判定することとを含む、請求項１に記載の認識
方法。
【請求項４】
　前記撮影装置と前記被撮影物体の前記距離が前記予め設定された閾値未満であるかどう
かを前記フォーカス後焦点距離に基づいて判定することが、
　前記フォーカス後焦点距離が前記撮影装置の指定されたズーム範囲内にあるかどうかを
判定することであって、前記指定されたズーム範囲は前記予め設定された閾値に対応する
ものである、前記判定することと、
　前記フォーカス後焦点距離が前記撮影装置の前記指定されたズーム範囲内にある場合、
前記撮影装置と前記被撮影物体の前記距離が前記予め設定された閾値未満であると判定す
ることとを含む、請求項２または３に記載の認識方法。
【請求項５】
　前記端末の前記撮影装置をアクティブ化して前記被撮影物体をオートフォーカスするこ
とが、
　前記撮影命令の受信に応じて、前記端末の前記撮影装置を初期化することと、
　前記撮影装置の初期化後、前記端末の前記撮影装置がオートフォーカスモードをサポー
トしているかどうかを検出することと、
　前記端末の前記撮影装置が前記オートフォーカスモードをサポートしていることが検出
された場合、前記撮影装置が前記被撮影物体に自動的にフォーカスするように前記撮影装
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置の前記オートフォーカスモードをアクティブ化することとを含む、請求項１～４のいず
れか１項に記載の認識方法。
【請求項６】
　前記端末の前記撮影装置が前記オートフォーカスモードをサポートしているかどうかを
検出することが、
　前記撮影装置のフォーカスモードリストを呼び出すことと、
　前記オートフォーカスモードの識別情報が前記フォーカスモードリストに存在する場合
、前記端末の前記撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしていると検出すること
とを含む、請求項５に記載の認識方法。
【請求項７】
　被撮影物体の認識装置であって、
　撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置を起動して被撮影物体をオートフォーカスす
るように構成されたアクティベーションモジュールと、
　前記撮影装置が前記被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、前記撮影装置のフ
ォーカス後焦点距離を取得するように構成された取得モジュールと、
　前記被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかを前記フォーカス後焦点距離に基づい
て判定するように構成された判定モジュールとを備える、前記装置。
【請求項８】
　前記判定モジュールが、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかを前記
フォーカス後焦点距離に基づいて判定するように構成された判定サブモジュールであって
、前記予め設定された閾値は撮影装置が生体物体をキャプチャするのに必要な最小距離を
表すのに用いられるものであり、前記物体種別は生体物体及び写真を含むものである、前
記判定サブモジュールと、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の前記距離が前記予め設定された閾値未満である場合、
前記被撮影物体の前記物体種別が写真であると判定するように構成された第１の判定サブ
モジュールとを備える、請求項７に記載の認識装置。
【請求項９】
　前記判定モジュールが、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかを前記
フォーカス後焦点距離に基づいて判定するように構成された判定サブモジュールであって
、前記予め設定された閾値は前記撮影装置が生体物体をキャプチャするのに必要な最小距
離であり、前記物体種別は生体物体及び写真を含むものである、前記判定サブモジュール
と、
　前記撮影装置と前記被撮影物体の前記距離が予め設定された閾値未満である場合、前記
撮影命令にしたがって生成された前記被撮影物体の画像データを取得するように構成され
た取得サブモジュールと、
　予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が前記画像データに存在するかどうか
を検出するように構成された第１の検出サブモジュールと、
　予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が前記画像データに存在する場合、前
記撮影物体の前記物体種別が写真であると判定するように構成された第２の判定サブモジ
ュールとを備える、請求項８に記載の認識装置。
【請求項１０】
　前記判定サブモジュールが、
　前記フォーカス後焦点距離が前記撮影装置の指定されたズーム範囲内にあるかどうかを
判定するように構成された焦点距離判定サブモジュールであって、前記指定されたズーム
範囲は前記予め設定された閾値に対応するものである、前記焦点距離判定サブモジュール
と、
　前記フォーカス後焦点距離が前記撮影装置の前記指定されたズーム範囲内にある場合、
前記撮影装置と前記被撮影物体の前記距離が前記予め設定された閾値未満であると判定す
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るように構成された第３の判定サブモジュールとを備える、請求項８または９に記載の認
識装置。
【請求項１１】
　前記アクティベーションモジュールが、
　前記撮影命令の受信に応じて、前記端末の前記撮影装置を初期化するように構成された
初期化サブモジュールと、
　前記撮影装置の初期化後、前記端末の前記撮影装置がオートフォーカスモードをサポー
トしているかどうかを検出するように構成された第２の検出サブモジュールと、
　前記端末の前記撮影装置が前記オートフォーカスモードをサポートしていることが検出
された場合、前記撮影装置が前記被撮影物体に自動的にフォーカスするように前記撮影装
置の前記オートフォーカスモードをアクティブ化するように構成されたアクティベーショ
ンサブモジュールとを備える、請求項７～１０のいずれか１項に記載の認識装置。
【請求項１２】
　前記第２の検出サブモジュールが、
　前記撮影装置のフォーカスモードリストを呼び出すように構成された呼び出しサブモジ
ュールと、
　オートフォーカスモードの識別情報が前記フォーカスモードリストに存在する場合、前
記端末の前記撮影装置が前記オートフォーカスモードをサポートしていると検出するよう
に構成された識別情報検出サブモジュールとを備える、請求項１１に記載の認識装置。
【請求項１３】
　請求項７～１２のいずれか１項に記載の前記被撮影物体の前記認識装置を備える携帯端
末。
【請求項１４】
　請求項７～１２のいずれか１項に記載の前記被撮影物体の前記認識装置を備えるカメラ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、参照によってその全体が本明細書に援用される、２０１６年２月２６日出願
の「被撮影物体の認識方法、装置、携帯端末及びカメラ」と題された中国特許出願第２０
１６１０１０９１３２．７号の優先権を主張する。
【０００２】
　本出願は、情報セキュリティの技術分野に関し、詳細には、被撮影物体の認識方法、装
置、携帯端末及びカメラに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ビジネスでは、Ｔａｏｂａｏのショップ証明書、Ａｌｉｐａｙの実名証明書及びＭｙｂ
ａｎｋの実名認証書などといった真の身元認証を提供するためにユーザが用いられること
が多い。例えば、証券会社で口座を開設する、銀行のクレジットカード口座を開設するな
どは全てユーザが真の身元情報を提供することを必要とし、提供が一般に必要とされる身
元情報には、証明が行われるときの主体の場所の写真、身分証明書の写真などが含まれる
。本明細書中の「真の身元情報」とは、ドキュメント及び写真が真正であることを意味す
るだけでなく、これらドキュメントのユーザがこれらドキュメントの主体自身であること
も必要とする。
【０００４】
　例えば、ショップを開くためのＴａｏｂａｏの証明サービスでは、証明を行うＴａｏｂ
ａｏのメンバーは、携帯電話を使用してメンバー及びメンバー自身の身分証明書の写真を
撮影する必要があり、それらはＴａｏｂａｏに評価のため送信される。提出プロセスでは
、メンバーは、モバイルＴａｏｂａｏまたはＡｌｉのＭｏｎｅｙ　Ｓｈｉｅｌｄのモバイ
ルアプリケーションを用いて認証用データを提出する。これらの適用では、メンバーは、
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携帯電話のカメラのみをその場で使用するように制限され、携帯電話のアルバムから写真
をアップロードすることはできない。通常の状況では、この種の制限により、携帯電話の
現在の撮影状況を使用しなくてはならず、悪意ある認証を行うメンバーの大多数を排除す
ることができる。しかしながら、それでも以下の状況が起こるであろう。悪意あるユーザ
が、違法な市場から購入されたまたは不法に収集盗難された別人の写真及び身分証明書の
写真を使用し、そして携帯電話のカメラを用いてこれらの写真を改変して、証明プロセス
の際Ｔａｏｂａｏでショップ開設証明を行う。
【０００５】
　写真改変という上記の問題を解決するために、生体認証を用いて、改変された写真を識
別することが既存技術で提案されており、これには以下の２つの方法が含まれる。第１の
方法は指紋照合方法に言及し、すなわち、指紋照合のハードウェア設備を用いて写真に指
紋が存在するかどうかを照合し、指紋が存在する場合写真は改変された写真である。第２
の方法は動画生体検出方法に言及し、すなわち、頭を振る、頷く、瞬きする、口を開ける
などといった一連の標準アクションをランダムに与え、インテリジェントパターン認識ア
ルゴリズムを用いて、キャプチャされた人間が生身の人間であり写真ではないときを照合
するシステムである。
【０００６】
　上記の２つの方法は、改変された写真を識別するまたは取り除くという効果を達成する
ことはできるが、いずれもそれぞれの欠点を有する。第１の方法の指紋照合方法には、新
規のハードウェアを追加する必要がある。第２の方法の動画生体検出方法には、追加のソ
フトウェアパッケージ及び複雑な顔検出アルゴリズムが必要とされ、アルゴリズムによる
識別が失敗する状況が存在する。
【０００７】
　既存技術における改変された写真を識別する方法の高複雑性を鑑みると、有効な解決策
はいまだ提示されていない。
【発明の概要】
【０００８】
　本出願の実施形態は、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性
という技術的課題を少なくとも解決するように、被撮影物体を認識する方法、装置、携帯
端末及びカメラを提供する。
【０００９】
　本出願の実施形態の一態様によると、被撮影物体を認識する方法が提供される。方法は
、撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置を起動して被撮影物体をオートフォーカスす
ることと；撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、撮影装置のフォー
カス後焦点距離を取得することと；被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォー
カス後焦点距離に基づいて判定することを含む。
【００１０】
　本出願の実施形態の別の態様によると、被撮影物体を認識する装置が提供される。装置
は、撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置を起動して被撮影物体をオートフォーカス
するように構成されたアクティベーションモジュールと；撮影装置が被撮影物体にフォー
カスすることに成功した後、撮影装置のフォーカス後焦点距離を取得するように構成され
た取得モジュールと；被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォーカス後焦点距
離に基づいて判定するように構成された判定モジュールとを含む。
【００１１】
　本出願の実施形態の別の態様によると、携帯装置もまた提供される。携帯端末は、上述
のような被撮影物体を認識する装置を含む。
【００１２】
　本出願の実施形態の別の態様によると、カメラもまた提供される。カメラは、上述のよ
うな被撮影物体を認識する装置を含む。
【００１３】
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　本出願の実施形態では、端末の撮影装置のオートフォーカス機能が使用される。撮影装
置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、被撮影物体の物体種別が写真である
かどうかに関して、撮影装置が焦点を設定した後の焦点距離に基づいて判定がなされる。
前述の実施形態によると、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかは、撮影装置によ
るオートフォーカス後の焦点距離を用いて判定することができる。既存技術における改変
された写真を認識する方法と比較すると、撮影装置に基づいて追加のハードウェアは必要
ではなく、ソフトウェアプロセスは相対的に簡潔であり、改変された写真を認識するプロ
セスを簡潔にし、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性という
技術的課題を解決する。
【００１４】
　本明細書中に記載された図面は、本出願のさらなる理解のために提供され、本出願の一
部を構成する。本出願の例示的な実施形態及びその記載は本出願を説明するために用いら
れるものであり、本出願に対する不適切な限定を構成するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する方法の原理の概略図である。
【図２】本出願の実施形態による、端末の撮影装置の内部構造の概略図である。
【図３】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する方法にしたがったコンピュータ
端末の構造ブロック図である。
【図４】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する方法の流れ図である。
【図５】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する代替の方法の流れ図である。
【図６】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する別の代替の方法の流れ図である
。
【図７】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識するさらなる別の代替の方法の流れ
図である。
【図８】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する装置の概略図である。
【図９】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する代替の装置の概略図である。
【図１０】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する別の代替の装置の概略図であ
る。
【図１１】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識するさらなる別の代替の装置の概
略図である。
【図１２】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する第４の代替の装置の概略図で
ある。
【図１３】本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する第５の代替の装置の概略図で
ある。
【図１４】本出願の実施形態による、代替の携帯端末の概略図である。
【図１５】本出願の実施形態による、代替のカメラの概略図である。
【図１６】本出願の実施形態による、コンピュータ端末の構造ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　当業者が本出願の解決策をより良く理解するために、本出願の実施形態の技術的解決策
は、本出願の実施形態の図面と併せて明確かつ十分に記載されよう。外見上、記載された
実施形態は、本出願の実施形態の一部だけを表し、それら全部を表すものでない。本出願
の実施形態に基づいて、当業者によっていかなる創造的な努力をすることなしに取得され
る全ての他の実施形態は、本出願の保護範囲内に収まるものとする。
【００１７】
　上述したような本出願の明細書及び特許請求の範囲ならびに図面における「第１の」、
「第２の」などの用語は類似の物を区別するのに用いられるものであり、必ずしも具体的
な順序または順番を説明するのに用いられるものではないことに留意すべきである。この
ようにして用いられるデータは適切な場合は交換され得、したがって、本明細書中に記載
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された本出願の実施形態は、本明細書中に例示されまたは記載された順番以外の順番で実
装することができることが理解されるべきである。さらに、「ｉｎｃｌｕｄｅ（含む）」
及び「ｈａｖｅ（有する）」という用語ならびにそれらの任意の変形は、非排他的な包含
を網羅することを意図する。例えば、一連のステップまたはユニットを含むプロセス、方
法、システム、製品または装置は、明示的にリスト化されたそれらステップまたはユニッ
トに限定される必要はなく、明示的にリスト化されていないまたはプロセス、方法、製品
あるいは装置に固有である他のステップまたはユニットを含んでもよい。
【００１８】
　まず、本出願に関わる関連する原理は、以下のように説明される。
【００１９】
　光学結像の原理：図１に示すように、凸レンズを通って、元の物体の像は、元の物体に
対して凸レンズの後ろで結像される。図１の点Ｆは焦点であり、これは、主光軸に平行な
光が凸レンズを通って主光軸に集まる点である。図１の点Ｏは光心であり、すなわち凸レ
ンズの中心である。図１の距離ｕは、物体から凸レンズの中心までの距離を表すのに用い
られる物体距離である。距離ｆは焦点距離であり、焦点から光心までの距離を表すのに用
いられる。距離ｖは像距離であり、凸レンズによって結像された像から光心までの距離を
表すのに用いられる。物体距離、像距離及び焦点距離は、結像式：１／ｕ（物体距離）＋
１／ｖ（像距離）＝１／ｆ（レンズの焦点距離）を満たす。ｕ＞２*ｆ及びｆ＜ｖ＜２*ｆ
のとき、カメラの結像関係は満たされる。
【００２０】
　オートフォーカスモード：携帯電話のカメラは、図２に示すように、保護フィルム（１
）、レンズ群（２）、フォーカス用モータ（３）、赤外線フィルタ（４）、イメージセン
サ（５）及びパス接続基板（６）を含み得る。図２に示すように、端末のカメラの焦点距
離は固定であってもよい。鮮明な像を撮るために、携帯電話のカメラは、像距離ｖを動か
して鮮明な像という目的を達成し得る。この種のカメラでは、フォーカスは、フォーカス
用モータを介してイメージセンサを前後に移動することによって達成される。通常の状況
では、フォーカス用モータが移動することができる距離は、数百マイクロメートルであり
、これはカメラがフォーカスすることができる範囲を反映する。イメージセンサは一般に
、ｃｍｏｓ（相補型金属酸化膜半導体）構成要素、すなわち受光素子である。
【００２１】
　第１の実施形態
　本出願の実施形態によると、被撮影物体を識別する方法の実施形態がさらに提供される
。図面の流れ図に示すステップは、コンピュータ実行可能命令セットなどのコンピュータ
システムで実行され得ることに留意すべきである。また、論理的順序が流れ図に示される
が、場合によっては、ステップは、本明細書中に例示されたまたは記載されたものとは異
なる順序で実行され得る。
【００２２】
　本出願の第１の実施形態に提供された方法の実施形態は、携帯端末、コンピュータ端末
または類似のコンピューティング装置で実行され得る。コンピュータ端末上での実行が例
として用いられる。図３は、本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する方法にした
がったコンピュータ端末の構造ブロック図である。図３に示すように、コンピュータ端末
３０は、１つまたは複数の（１つのみを図に示す）プロセッサ３０２（プロセッサ３０２
は、以下に限定するものではないが、マイクロプロセッサＭＣＵまたはプログラマブルロ
ジックデバイスＦＰＧＡなどの処理装置を含み得る）、データを格納するのに用いられる
メモリ３０４、及び通信機能のために用いられる送信モジュール３０６を含み得る。当業
者は、図３に示す構造は単なる例であり、上記の電子装置の構造を限定するものではない
ことを理解することができる。例えば、コンピュータ端末３０はまた、図３に示すものよ
りも多いあるいは少ない構成要素を含んでもよく、または、図３に示すものと異なる構成
を有してもよい。
【００２３】



(8) JP 2019-515519 A 2019.6.6

10

20

30

40

50

　メモリ３０４は、本出願の実施形態の被撮影物体を認識する方法に対応するプログラム
命令／モジュールなどのソフトウェアプログラム及びアプリケーションソフトウェアのモ
ジュールを格納するように構成され得る。プロセッサ３０２は、様々な機能、アプリケー
ション及びデータ処理、すなわちメモリ３０４に格納されたソフトウェアプログラム（複
数可）及びモジュール（複数可）を実行することによって被撮影物体を認識する上記の方
法を実行する。メモリ３０４は、高速ランダムアクセスメモリを含み得、また、１つある
いは複数の磁気ストレージ装置、フラッシュメモリまたは他の不揮発性ソリッドステート
メモリなどの不揮発性メモリも含み得る。いくつかの例では、メモリ３０４は、さらに、
プロセッサ３０２に対して遠隔配置されたストレージ装置を含み得る。これらのストレー
ジ装置は、ネットワークを介してコンピュータ端末３０に接続され得る。そうしたネット
ワークの例として、以下に限定されるものではないが、インターネット、イントラネット
、ローカルエリアネットワーク、携帯通信ネットワークおよびそれらの組み合わせが挙げ
られる。
【００２４】
　送信装置３０６は、ネットワークを介してデータを受信または送信するように構成され
ている。上述のネットワークの具体例として、コンピュータ端末３０の通信プロバイダに
よって提供される無線ネットワークが挙げられ得る。一例では、送信装置３０６は、イン
ターネットと通信するように基地局を介して他のネットワーク装置に接続することができ
るネットワークインタフェースコントローラ（ＮＩＣ）を含む。一例では、送信装置３０
６は、インターネットと無線で通信するように構成された高周波（ＲＦ）モジュールであ
ってもよい。
【００２５】
　上記の動作環境下で、本出願は、図４に示すような被撮影物体を認識する方法の実施形
態を提供する。図４は、本出願の実施形態による、被撮影物体を認識する方法の流れ図で
ある。図４に示すように、この実施形態は、以下のステップを含み得る。
【００２６】
　ステップＳ４０２：撮影命令が受信されると、端末の撮影装置をアクティブ化して被撮
影物体にオートフォーカスを行う。
【００２７】
　ステップＳ４０４：撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、撮影装
置のフォーカス後焦点距離を取得する。
【００２８】
　ステップＳ４０６：被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかを焦点距離に基づいて
判定する。
【００２９】
　本出願の実施形態を用いると、端末の撮影装置のオートフォーカス機能が使用される。
撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかに関して、撮影装置が焦点を設定した後の焦点距離に基づいて判定がなさ
れる。前述の実施形態によって、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかは、撮影装
置によるオートフォーカス後の焦点距離を用いて判定することができる。既存技術におけ
る改変された写真を認識する方法と比較すると、撮影装置に基づいて追加のハードウェア
は必要ではなく、ソフトウェアプロセスは相対的に簡潔であり、改変された写真を認識す
るプロセスを簡潔にし、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性
という技術的課題を解決する。これにより、改変された写真の効率的な認識を達成するこ
とができる。
【００３０】
　上記の端末は、例えば携帯端末またはタブレットコンピュータといった、撮影機能付き
の携帯端末などのパーソナルコンピュータまたは携帯端末であってもよい。任意選択的に
、本出願の解決策は、固定焦点レンズ付きの携帯端末（携帯電話など）によって実装され
得る。
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【００３１】
　上述のフォーカスとは、物体ごとの、レンズの後ろで形成される鮮明な像の位置の違い
に応じて結像面とレンズの距離を変更する、すなわち、像距離を変更して、結果的な像の
鮮明さを変化させることによる動作モードを指す。
【００３２】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、端末の撮影装置（携帯電話のカ
メラなど）はアクティブ化される。撮影装置のオートフォーカス機能を用いると、オート
フォーカスアルゴリズムにより、撮影装置のカメラがオートフォーカスモードに入ったと
きフォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前後に移動され、鮮明な像を撮像し
キャプチャするフォーカスという目的が達成される。写真のサイズは生身の人間のサイズ
よりもかなり小さいので、生身の人間の写真を撮影するときまたは写真を改変するとき、
端末上のイメージングフォトのサイズが互いに近い場合、写真と撮影装置のカメラの距離
は、生身の人間とカメラの距離よりかなり短い。このことは、結像式すなわち物体距離の
違いの存在に反映される。したがって、この距離の違いを用いて、撮影装置の被撮影物体
の物体種別が写真であるか生身の人間であるかを判定することができる。
【００３３】
　任意選択的に、上記の撮影命令は、サーバによって生成され得、または、端末によって
生成され得る。例えば、端末によって送信された認証リクエストを受信後、サーバは、端
末のユーザの写真を撮影する撮影命令を生成する。任意選択的に、ユーザは、端末上の撮
影装置の起動ボタンを動作させることによって撮影装置をアクティブ化して、写真を撮影
する。そうした動作は、クリック動作であり得る。
【００３４】
　ショップを開設するためのＴａｏｂａｏの認証の業務プロセスが、本出願の上記の実施
形態を詳細に説明するために本明細書中以下に例として用いられる。
【００３５】
　携帯電話のアプリケーション（ＡｌｉのＭｏｎｅｙ　Ｓｈｉｅｌｄなど）は、ユーザに
写真を撮影するように促し、ユーザは、撮影ボタンをクリックして起動を行う。携帯電話
がオートフォーカス機能をサポートしている状況においては、携帯電話のカメラは、被撮
影物体に自動的にフォーカスする。オートフォーカスが成功した後、ユーザはキャプチャ
ボタンをクリックする。携帯電話のカメラは像を収集し、携帯電話端末は、像に対応する
画像データを生成する。画像データは、フォーカス後の焦点距離情報及び焦点距離情報に
対応する物体距離情報を含む。携帯電話のシステムは、生成された画像データを携帯電話
のアプリケーション（ＡｌｉのＭｏｎｅｙ　Ｓｈｉｅｌｄなど）のサーバにネットワーク
を介して送信する。サーバは、端末によって送信されたデータを用いて、被撮影物体が写
真であるか生身の人間であるかを判定し、それによって、ユーザの身元が真正かつ有効で
あるかどうかを判定する。
【００３６】
　代替の実装では、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォーカス後焦点距離
に基づいて判定することは、撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であ
るかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することであって、予め設定された閾
値は撮影装置が生体物体をキャプチャするのに必要な最小距離を表すために用いられるも
のであり、物体種別は生体物体及び写真を含むものである、判定することを含む。撮影装
置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満である場合、被撮影物体の物体種別は写
真であると判定される。
【００３７】
　図５に示すように、この実施形態は以下のステップを含み得る。
【００３８】
　ステップＳ５０１：撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置をアクティブ化して被撮
影物体にオートフォーカスを行う。
【００３９】
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　ステップＳ５０２：撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、撮影装
置のフォーカス後焦点距離を取得する。
【００４０】
　ステップＳ５０３：撮影装置と被撮影対象の距離が予め設定された閾値未満であるかど
うかを、フォーカス後焦点距離に基づいて判定する。
【００４１】
　具体的には、撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であると判定され
た場合、ステップＳ５０４が実行される。撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された
閾値未満でないと判定された場合、ステップＳ５０５が実行される。
【００４２】
　上述のような予め設定された閾値とは、撮影装置が被撮影生体物体（生身の人間など）
にオートフォーカスを行い撮影装置のカメラの後ろで鮮明な像を結像するとき、撮影装置
と被撮影生体物体の間に必要とされる最小距離を指す。
【００４３】
　ステップＳ５０４：被撮影物体の物体種別が写真であると判定する。
【００４４】
　ステップＳ５０５：被撮影対象の物体種別が生身の人間であると判定する。
【００４５】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、端末の撮影装置が起動される。
撮影装置のオートフォーカス機能を介して、オートフォーカスアルゴリズムにより、撮影
装置のカメラがオートフォーカスモードに入ったとき、鮮明な像がキャプチャされるよう
にフォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前後に移動され、フォーカスという
目的が達成される。撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功すると、撮影装置
のフォーカス後焦点距離を取得することができる。焦点距離、物体距離及び像距離は、結
像式：１／ｕ（物体距離）＋１／ｖ（像距離）＝１／ｆ（焦点距離）を満たす。したがっ
て、物体距離は、フォーカス後焦点距離に基づいて導出することができ、被撮影物体は、
物体距離を用いて、写真であるまたは生体物体（生身の人間）であると判定することがで
きる。
【００４６】
　例えば、ユーザが既存の写真を用いて写真を改変するとき、既存の写真のサイズ制限に
より、写真のいかなるアーチファクトも顕在化させることなく生身の人間の像のサイズに
近づけるために、携帯電話のカメラを写真に密着させる必要がある。フォーカス用モータ
を用いてイメージセンサを駆動して移動し鮮明な写真をキャプチャすることにより、結像
式に反映される結果としては、物体距離ｕが小さくなり、像距離ｖが大きくなる。１０イ
ンチの写真が例として用いられる。携帯電話のカメラと写真の距離は、いかなるアーチフ
ァクトも顕在化させずに鮮明な像を撮るために、約２０ｃｍである。生身の人間の写真が
撮影される場合、携帯電話のカメラと生身の人間の距離は約１００センチメートルである
。フォーカス用モータを用いてイメージセンサを移動することによって、像距離ｖは小さ
くなり、鮮明な像が撮られる。上記内容の分析によると、写真を改変する場合と生身の人
間の場合の物体距離の違いは約５～１０倍であり、これは像距離ｖに反映され、有意な違
いを示す。したがって、写真が改変された写真であるかどうかは、物体距離及び像距離の
違いを通して識別することができる。
【００４７】
　携帯電話のカメラと生身の人間の１００ｃｍの距離は、携帯電話の被撮影物体が写真で
あるかどうかを判定するために、予め設定された閾値として用いられる。具体的には、携
帯電話のカメラが被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、フォーカス後焦点距離
は、携帯電話のシステムソフトウェアによって取得される。携帯電話と被撮影物体の距離
は、結像式と併せて判定され得る（すなわち、上述のような物体距離）。物体距離が１０
０ｃｍ未満のとき、被撮影物体は写真であるという判定をなすことができる。物体距離が
１００ｃｍより大きいとき、被撮影物体は生身の人間として判定することができる。
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【００４８】
　上記の実施形態によると、撮影装置と被撮影物体の距離は、撮影装置のオートフォーカ
ス後の焦点距離及び結像式を用いて取得することができる。距離に基づいて、被撮影物体
の物体種別が写真であるかどうかを直接判定することができる。この技術的解決策の原理
は簡潔かつ明確であり、そのアルゴリズムは簡潔かつ実装容易である。
【００４９】
　代替の実装では、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォーカス後焦点距離
に基づいて判定することが、撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であ
るかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することであって、予め設定された閾
値は撮影装置が生体物体をキャプチャするのに必要な最小距離であり、物体種別は生体物
体及び写真を含むものである、判定することと；撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定
された閾値未満である場合、撮影命令にしたがって生成された被撮影物体の画像データを
取得することと；予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が画像データに存在す
るかどうかを検出することと；予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が画像デ
ータに存在する場合、撮影物体の物体種別は写真であると判定することとを含む。
【００５０】
　図６に示すように、この実施形態は以下のステップを含み得る。
【００５１】
　ステップＳ６０１：撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置をアクティブ化して被撮
影物体にオートフォーカスを行う。
【００５２】
　ステップＳ６０２：撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、撮影装
置のフォーカス後焦点距離を取得する。
【００５３】
　ステップＳ６０３：撮影装置と被撮影対象の距離が予め設定された閾値未満であるかど
うかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定する。
【００５４】
　具体的には、撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であると判定され
た場合、ステップＳ６０４が実行される。撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された
閾値未満でないと判定された場合、ステップＳ６０５が実行される。
【００５５】
　上述のような予め設定された閾値とは、撮影装置が被撮影生体物体（生身の人間など）
にオートフォーカスを行い撮影装置のカメラの後ろで鮮明な像を結像するとき、撮影装置
と被撮影生体物体の間に必要とされる最小距離を指す。
【００５６】
　ステップＳ６０４：撮影命令にしたがって生成された被撮影対象の画像データを取得す
る。
【００５７】
　画像データは、画像のキャプチャ時間、画像の解像度、画像の２次元情報または３次元
情報、画像表面の指紋情報及び画像表面の反射光情報を含む。
【００５８】
　撮影命令にしたがって生成された被撮影対象の画像データの取得後、ステップＳ６０６
が実行される。
【００５９】
　ステップＳ６０５：被撮影対象の物体種別が生身の人間であると判定する。
【００６０】
　ステップＳ６０６：予め取得された改変された写真の特徴が画像データに存在するかど
うかを検出する。
【００６１】
　具体的には、予め取得された改変された写真の特徴が画像データに存在する場合、ステ
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ップＳ６０７が実行される。予めキャプチャされた改変された写真の特徴が画像データに
存在しない場合、ステップＳ６０５が実行される。
【００６２】
　予め取得された改変された写真の特徴は、画像の解像度、画像の２次元情報、画像表面
の指紋情報及び画像表面の反射光情報を含む。
【００６３】
　ステップＳ６０７：被撮影物体の物体種別が写真であると判定する。
【００６４】
　任意選択的に、改変により撮られた写真と直接収集された生身の人間の写真には解像度
の違いが存在し、違いの詳細は、撮影装置のカメラの解像度によって決定付けられる。先
立って取得された改変された写真の解像度データが画像データに存在するとき、被撮影物
体の物体種別は写真であるという判定がなされる。
【００６５】
　任意選択的に、反射現象が、改変された写真に存在する。光量値の測定後、測定された
光量値は、予め取得された改変された写真の反射光量値と比較される。測定された光量値
が反射光量値より大きいとき、被撮影物体の物体種別は写真であると判定される。
【００６６】
　任意選択的に、画像データが画像の２次元情報を含むとき、被撮影物体の物体種別は、
２次元空間で２次元情報によって表すことができる写真であるという判定をすることがで
きる。
【００６７】
　任意選択的に、画像データが指紋情報を含むとき（指紋情報とは、改変された写真上に
残存する接点の指紋情報を指す）、このことは、被撮影物体の物体種別が写真であること
を示し得る。
【００６８】
　上記の実施形態によると、撮影装置によってキャプチャされた画像データに、予め取得
された改変された写真の特徴が存在するとき、被撮影物体の物体種別は写真として判定す
ることができる。この解決策は、特徴の比較を必要とするのみで、複雑なアルゴリズムを
必要とせず、したがって、簡潔かつ実装容易である。
【００６９】
　本出願の上記の実施形態では、撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満
であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することは、フォーカス後焦点距
離が撮影装置の指定されたズーム範囲内にあるかどうかを判定することであって、指定さ
れたズーム範囲は予め設定された閾値に対応するものである、判定することと；フォーカ
ス後焦点距離が撮影装置の指定されたズーム範囲内にある場合、撮影装置と被撮影物体の
距離は予め設定された閾値未満であると判定することとを含む。
【００７０】
　指定されたズーム範囲とは、鮮明な像が撮影装置のカメラの後ろで結像されるときの、
撮影装置と被撮影生体エンティティの距離に対応するオートフォーカス範囲を指す。
【００７１】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、ユーザはキャプチャボタンをク
リックして、端末（携帯電話など）のカメラを起動させる。携帯電話がオートフォーカス
機能をサポートしているとき、携帯電話のカメラはオートフォーカスモードに入り、オー
トフォーカスアルゴリズムにより、フォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前
後に移動され、オートフォーカスという目的を達成する。フォーカス用モータは数百マイ
クロメートルの範囲で移動することができるので、カメラに対応するオートフォーカス範
囲は非常に限定される。携帯電話のソフトウェアによって戻される焦点距離がカメラの指
定されたズーム範囲内にある場合、撮影装置と被撮影物体の対応する距離は、予め設定さ
れた閾値未満である、すなわち、この時の被撮影物体の物体種別は写真である。
【００７２】
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　例えば、対応する予め設定された閾値は１メートルである。携帯電話のカメラが約１メ
ートルで生身の人間の像を撮るとき、フォーカスの際、この生身の人間の鮮明な像がカメ
ラを通して結像されるように、指定されたズーム範囲の最大値がとられる。上記の原理の
説明から把握することができるように、非生体物体の像を撮るには、０～１ｍの範囲また
はもっと小さい範囲にある必要がある。特定の被撮影物体が携帯電話のカメラによってキ
ャプチャされる場合、携帯電話のソフトウェアによって戻されるカメラの焦点距離は、フ
ォーカス成功後、指定されたズーム範囲内にある。この時のカメラと被撮影物体の物体距
離は１メートル未満であるという判定をなすことができ、そして被撮影物体は、写真など
の非生体物体であると判定される。
【００７３】
　本出願の上記の実施形態では、端末の撮影装置をアクティブ化して被撮影物体をオート
フォーカスすることは、撮影命令の受信に応じて端末の撮影装置を初期化することと；撮
影装置の初期化後、端末の撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしているかどう
かを検出することと；端末の撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしていること
が検出された場合、撮影装置が被撮影物体に自動的にフォーカスするように撮影装置のオ
ートフォーカスモードをアクティブ化することとを含む。
【００７４】
　さらに、端末の撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかを検出
することは、撮影装置のフォーカスモードリストを呼び出すことと；オートフォーカスモ
ードの識別情報がフォーカスモードリストに存在する場合、端末の撮影装置はオートフォ
ーカスモードをサポートしていると検出することとを含む。
【００７５】
　任意選択的に、上記の実施形態の解決策は、Ａｎｄｒｏｉｄシステムによって提供され
るソフトウェアアルゴリズムによって実装されて、携帯電話のカメラのオートフォーカス
の焦点距離を取得し得る。ソフトウェアアルゴリズムのプロセスは図７に示され、これは
以下のステップを含む。
【００７６】
　ステップＳ７０１：カメラを初期化し、Ｃａｍｅｒａ．ｏｐｅｎ（）を呼び出す。
【００７７】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、携帯電話のアプリケーションは
、Ｃａｍｅｒａ．ｏｐｅｎ（）を呼び出すことによって、携帯電話のカメラを開きカメラ
を初期化する。
【００７８】
　ステップＳ７０２：カメラの初期化に成功したかどうかを判定する。
【００７９】
　具体的には、カメラの初期化に成功した場合、ステップＳ７０３が実行される。カメラ
の初期化に失敗した場合、ステップＳ７０１に戻され、実行される。
【００８０】
　ステップＳ７０３：携帯電話がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかを
判定する。
【００８１】
　具体的には、判定方法として、Ｃａｍｅａｒ．Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ．Ｇｅｔ　Ｓｕｐ
ｐｏｒｔｅｄ　Ｆｏｃｕｓ　Ｍｏｄｅｓ（）を呼び出す。このメソッドは、表１に示すよ
うな６つのフォーカスモードの少なくとも１つを含み得るリスト（すなわち上述のような
フォーカスモードリスト）を戻す。
【００８２】
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【表１】

【００８３】
　戻されたフォーカスモードリストが、ＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯまたはＦＯＣＵ
Ｓ＿ＭＯＤＥ＿ＭＡＣＲＯ（すなわち、上述のオートフォーカスモードの識別情報）を含
むとき、このことは、携帯電話がオートフォーカスモードをサポートしていることを表し
、ステップＳ７０４が実行される。ＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯ及びＦＯＣＵＳ＿Ｍ
ＯＤＥ＿ＭＡＣＲＯ、これらの２種のモードがフォーカスモードリストに含まれないとき
、携帯電話は、オートフォーカスモードをサポートしていない。この場合、本出願の上記
の実施形態は実装され得ず、プロセスはステップＳ７０１に戻る。
【００８４】
　ステップＳ７０４：撮影装置が被撮影物体に自動的にフォーカスすることができるよう
に、携帯電話のオートフォーカスモードを初期化する。
【００８５】
　具体的には、携帯電話のオートフォーカスモードが起動されると、まず携帯電話のカメ
ラのフォーカスモードパラメータがＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯに設定され、呼び出
されるメソッドはＣａｍｅａｒ．Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ．Ｓｅｔ　Ｆｏｃｕｓ　Ｍｏｄｅ
（ＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯ）となり、次いで、オートフォーカス（ｃｂ）が呼び
出されて、オートフォーカスを開始する。次いで、コールバック関数ｃｂは登録され、シ
ステムは、フォーカスに成功後、このコールバック関数を呼び出す。
【００８６】
　ステップＳ７０５：フォーカスに成功後、システムによってフォーカス後焦点距離を戻
す。
【００８７】
　具体的には、フォーカスに成功すると、システムは、コールバック関数ｃｂを自動的に
呼び出し、コールバック関数ｃｂは、フォーカス後焦点距離を判定するためのコア論理ア
ルゴリズムを含む。Ａｎｄｒｏｉｄシステムでは、Ｃａｍｅｒａ．ｇｅｔ　Ｆｏｃｕｓ　
Ｄｉｓｔａｉｎｃｅ（）と呼ばれるメソッドが提供されて、フォーカス後焦点距離を戻す
。実用的応用では、焦点距離の大きさは、基礎をなすカメラハードウェアドライバに依存
する。基礎をなすハードウェアがこのインタフェースを提供しない場合、この解決策は失
敗する。
【００８８】
　ステップＳ７０６：人物の距離を判定する。
【００８９】
　具体的には、実際のシナリオでは、携帯電話の固定焦点レンズに関連するソフトウェア
は非常に限られた範囲のオートフォーカス能力を有するので、約１メートルの実像が撮ら
れるとき、ソフトウェアのズーム範囲の最大値に既に達している。したがって、ステップ
Ｓ７０５で戻された焦点距離にしたがって、焦点距離が携帯電話のズーム範囲の最大値未
満であると判定される限り、改変と見なすことができる。
【００９０】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、ユーザはキャプチャ開始ボタン
をクリックして携帯電話アプリケーションで携帯電話のカメラを開き、Ｃａｍｅｒａ．ｏ
ｐｅｎ（）を呼び出すことによってカメラを初期化する。カメラの初期化に成功すると、
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電話がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかに関して判定がなされる。判
定方法として、Ｃａｍｅａｒ．Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ．Ｇｅｔ　Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　Ｆ
ｏｃｕｓ　Ｍｏｄｅｓ（）を呼び出す。このメソッドは、リスト（すなわち上述のような
フォーカスモードリスト）を戻す。戻されたフォーカスモードリストが、ＦＯＣＵＳ＿Ｍ
ＯＤＥ＿ＡＵＴＯまたはＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＭＡＣＲＯ（すなわち、上述のようなオ
ートフォーカスモードの識別情報）を含むとき、このことは、携帯電話がオートフォーカ
スモードをサポートしていることを表す。携帯電話がオートフォーカスモードをサポート
しているとき、携帯電話のオートフォーカスモードはアクティブ化され、携帯電話のカメ
ラのフォーカスモードパラメータはＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯとして設定され、呼
び出しメソッドはＣａｍｅａｒ.Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ．Ｓｅｔ　Ｆｏｃｕｓ　Ｍｏｄｅ
（ＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯ）となる。フォーカスに成功すると、システムは自動
的にコールバック関数ｃｂを呼び出して、フォーカス後焦点距離を戻す。
【００９１】
　上記の実施形態では、Ａｎｄｒｏｉｄシステムによって提供される関連ソフトウェアイ
ンターフェースを用いてカメラのオートフォーカスの焦点距離を取得して、携帯電話のカ
メラのフォーカス後焦点距離が戻される。この焦点距離に基づいて、被撮影物体の物体種
別を判定することができる。上記の実施形態は、Ｓａｍｓｕｎｇ　Ｇａｌａｘｙ　Ｎｅｘ
ｕｓのハンドセットで検証され、実装に成功している。
【００９２】
　本出願の解決策は、Ａｎｄｒｏｉｄオペレーティングシステムがインストールされた端
末で用いられ得、または、ｉＯＳ（ｉＰｈｏｎｅオペレーティングシステムの略、すなわ
ちＡｐｐｌｅのｉＯＳオペレーティングシステム）オペレーティングシステムがインスト
ールされた端末で用いられ得、写真を撮影するときに焦点距離を取得するインタフェース
を有することに留意すべきである。
【００９３】
　カメラのオートフォーカスの焦点距離に関する情報は、Ａｎｄｒｏｉｄオペレーティン
グシステムがインストールされた端末でシステムインタフェースを通して取得することが
できる。
【００９４】
　上記の実施形態から把握することができるように、本出願による被撮影物体を認識する
方法は、クライアント側に基づく認識方法であり、サービスシステムと結合関係にない。
リスク制御のために本出願による被撮影物体を認識する方法にサービスシステムが追加さ
れる必要がある場合、改変された写真を検出する機能を行うときは、既存のサービスシス
テムのプロセスを、本出願による被撮影物体を認識する方法の実装ステップに埋め込み、
検出データを解析のためにバックエンドシステムに報告さえすれば足りる。
【００９５】
　ショップを開設するためのＴａｏｂａｏの認証のサービスプロセスが、本出願の上記の
実施形態を詳細に説明するために一例として用いられる。
【００９６】
　携帯電話のアプリケーション（ＡｌｉのＭｏｎｅｙ　Ｓｈｉｅｌｄなど）は、ユーザに
、人物の写真を撮影するように促し、ユーザは、キャプチャ開始ボタンをクリックする必
要がある。ユーザが、携帯電話のアプリケーションで携帯電話のカメラを開くと、Ａｎｄ
ｒｏｉｄシステムのインタフェースは、カメラの初期化を開始する。カメラが初期化に成
功した場合、携帯電話がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかに関して判
定がなされる。具体的には、フォーカスモードリストが検索取得され２種のモード（ＦＯ
ＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯ及びＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＭＡＣＲＯ）がフォーカスモー
ドリストに含まれる状況においては、携帯電話はオートフォーカスモードをサポートして
いるという判定がなされる。携帯電話のオートフォーカスに成功した後、システムは、フ
ォーカス後焦点距離を戻すように設定されたフォーカスのコールバック関数を自動的に呼
び出す。ユーザがキャプチャボタンをクリックすると、携帯電話のカメラは像を収集し、
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携帯電話端末は、像に対応する画像データを生成する。画像データは、フォーカス後焦点
距離の情報及び焦点距離の情報に対応する物体距離の情報を含む。携帯電話のシステムは
、生成された画像データを携帯電話のアプリケーション（ＡｌｉのＭｏｎｅｙ　Ｓｈｉｅ
ｌｄなど）のサーバにネットワークを介して送信する。サーバは、キャプチャされた物体
が写真であるか生身の人間であるかを端末によって送信されたデータに基づいて判定し、
それによって、ユーザの身元が真正かつ有効であるかどうかを判定する。
【００９７】
　上記の実施形態によって、光学結像の原理及び既存の携帯電話のカメラの結像原理に基
づいて、フォーカス後焦点距離が導出される。携帯電話のカメラと被撮影物体の距離は、
焦点距離に基づいて取得される。この距離を用いて、被撮影物体が非常に近距離にあるか
どうか、すなわち、この距離が生身の人間が半身写真を撮影するのに必要な最小距離であ
るかどうかの最終的な判定を行う。改変された写真を認識する既存の方法と比較して、こ
れらの解決策は、撮影装置に基づいて追加のハードウェアを必要とせず、ソフトウェアプ
ロセスは相対的に簡潔であり、したがって、改変された写真を認識するプロセスを簡潔に
し、改変された写真の効率的な認識を実現するように既存技術における改変された写真を
認識するスキームの高複雑性という課題を解決する。
【００９８】
　前述の方法の実施形態は全て説明の目的で一連のアクションの組み合わせとして表され
ることに留意すべきである。しかしながら、特定のステップは本出願にしたがって他の順
序でまたは並行して実行され得るので、本出願は記載されたアクションの順序によって制
限されないことを当業者は把握するべきである。さらに、当業者はまた、明細書に記載さ
れた実施形態は全て好ましい実施形態に属することを理解するべきである。本明細書中に
包含されるアクション及びモジュールは、本出願によって必ずしも必要とされるものでな
くてもよい。
【００９９】
　上記の実施形態の記載によって、当業者は、上記の実施形態による方法はソフトウェア
に追加して必要な一般のハードウェアプラットフォームを用いて実装することができるこ
とを明確に理解することができる。一見、ハードウェアも使用することができるが、多く
の場合、前者がより良い実装である。そうした理解に基づいて、本出願の技術的解決策の
本質または既存技術に貢献する部分は、ソフトウェア製品の形で具現化され得る。コンピ
ュータソフトウェア製品は、ストレージ媒体（ＲＯＭ／ＲＡＭ、磁気ディスク、光学ディ
スクなどといった）に格納され、端末装置（携帯電話、コンピュータ、サーバ、またはネ
ットワークデバイスなどであってもよい）に本出願の各実施形態に記載された方法を実行
させる命令を含む。
【０１００】
　第２の実施形態
　本出願の実施形態によると、被撮影物体の認識装置の実施形態も提供される。図８に示
すように、認識装置は、アクティベーションモジュール２０、取得モジュール４０及び判
定モジュール６０を含む。
【０１０１】
　アクティベーションモジュール２０は、撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置をア
クティブ化して被撮影物体をオートフォーカスするように構成されている。
【０１０２】
　取得モジュール４０は、撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、撮
影装置のフォーカス後焦点距離を取得するように構成されている。
【０１０３】
　判定モジュール６０は、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォーカス後焦
点距離に基づいて判定するように構成されている。
【０１０４】
　本出願の実施形態を用いると、端末の撮影装置のオートフォーカス機能が使用される。
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撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかに関して、撮影装置が焦点を設定した後の焦点距離に基づいて判定がなさ
れる。前述の実施形態によって、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかは、撮影装
置によるオートフォーカス後の焦点距離を用いて判定することができる。既存技術におけ
る改変された写真を認識する方法と比較すると、撮影装置に基づいて追加のハードウェア
は必要ではなく、ソフトウェアプロセスは相対的に簡潔であり、改変された写真を認識す
るプロセスを簡潔にし、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性
という技術的課題を解決する。これにより、改変された写真の効率的な認識を達成するこ
とができる。
【０１０５】
　上記の端末は、例えば携帯電話またはタブレットコンピュータといった、撮影機能付き
の携帯端末などのパーソナルコンピュータまたは携帯端末であってもよい。任意選択的に
、本出願の解決策は、固定焦点レンズ付きの携帯端末（携帯電話など）によって実装され
得る。
【０１０６】
　上述のフォーカスとは、物体ごとの、レンズの後ろで形成される鮮明な像の位置の違い
に応じて結像面とレンズの距離を変更する、すなわち、像距離を変更して、結果的な像の
鮮明さを変化させることによる動作モードを指す。
【０１０７】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、端末の撮影装置（携帯電話のカ
メラなど）はアクティブ化される。撮影装置のオートフォーカス機能を用いると、オート
フォーカスアルゴリズムにより、撮影装置のカメラがオートフォーカスモードに入ったと
きフォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前後に移動され、鮮明な像を撮像し
キャプチャするフォーカスという目的が達成される。写真のサイズは生身の人間のサイズ
よりもかなり小さいので、生身の人間の写真を撮影するときまたは写真を改変するとき、
端末上のイメージングフォトのサイズが互いに近い場合、写真と撮影装置のカメラの距離
は、生身の人間とカメラの距離よりかなり短い。このことは、結像式すなわち物体距離の
違いの存在に反映される。したがって、この距離の違いを用いて、撮影装置の被撮影物体
の物体種別が写真であるか生身の人間であるかを判定することができる。
【０１０８】
　任意選択的に、上記の撮影命令は、サーバによって生成され得、または、端末によって
生成され得る。例えば、端末によって送信された認証リクエストを受信後、サーバは、端
末のユーザの写真を撮影する撮影命令を生成する。任意選択的に、ユーザは、端末上の撮
影装置の起動ボタンを動作させることによって撮影装置をアクティブ化して、写真を撮影
する。そうした動作は、クリック動作であり得る。
【０１０９】
　図９に示すように代替の実装では、判定モジュール６０は、撮影装置と被撮影物体の距
離が予め設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定する
ように構成された判定サブモジュール６０１であって、予め設定された閾値は撮影装置が
生体物体をキャプチャするのに必要な最小距離を表すのに用いられるものであり、物体種
別は生体物体及び写真を含むものである、判定サブモジュール６０１と；撮影装置と被撮
影物体の距離が予め設定された閾値未満である場合、被撮影物体の物体種別が写真である
と判定するように構成された第１の判定サブモジュール６０３とを含む。
【０１１０】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、端末の撮影装置が起動される。
撮影装置のオートフォーカス機能を介して、オートフォーカスアルゴリズムにより、撮影
装置のカメラがオートフォーカスモードに入ったとき、鮮明な像がキャプチャされるよう
に、フォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前後に移動され、フォーカスとい
う目的を達成する。撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功すると、撮影装置
のフォーカス後焦点距離を取得することができる。焦点距離、物体距離及び像距離は、結
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像式：１／ｕ（物体距離）＋１／ｖ（像距離）＝１／ｆ（焦点距離）を満たす。したがっ
て、物体距離はフォーカス後焦点距離に基づいて導出することができ、被撮影物体は、物
体距離を用いて写真であるまたは生体物体（生身の人間）であると判定することができる
。
【０１１１】
　上記の実施形態によると、撮影装置と被撮影物体の距離は、撮影装置のオートフォーカ
ス後の焦点距離及び結像式に基づいて取得することができる。距離に基づいて、被撮影物
体の物体種別が写真であるかどうかを直接判定することができる。この技術的解決策の原
理は簡潔かつ明確であり、そのアルゴリズムは簡潔かつ実装容易である。
【０１１２】
　図１０に示すように代替の実装では、判定モジュール６０は、撮影装置と被撮影物体の
距離が予め設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定す
るように構成された判定サブモジュール６０１であって、予め設定された閾値は撮影装置
が生体物体をキャプチャするのに必要な最小距離であり、物体種別は生体物体及び写真を
含むものである、判定サブモジュール６０１と；撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定
された閾値未満である場合、撮影命令にしたがって生成された被撮影物体の画像データを
取得するように構成された取得サブモジュール６０５と；予め取得された改変された写真
の特徴（複数可）が画像データに存在するかどうかを検出するように構成された第１の検
出サブモジュール６０７と；予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が画像デー
タに存在する場合、撮影物体の物体種別が写真であると判定するように構成された第２の
判定サブモジュール６０９とを含む。
【０１１３】
　上記の実施形態によると、撮影装置によってキャプチャされた画像データに、予め取得
された改変された写真の特徴が存在するとき、被撮影物体の物体種別は写真として判定す
ることができる。この解決策は、特徴の比較を必要とするのみで、複雑なアルゴリズムを
必要とせず、したがって、簡潔かつ実装容易である。
【０１１４】
　図１１に示すように、本出願の上記の実施形態では、判定サブモジュール６０１は、フ
ォーカス後焦点距離が撮影装置の指定されたズーム範囲内であるかどうかを判定するよう
に構成された焦点距離判定サブモジュール６０１１であって、指定されたズーム範囲は予
め設定された閾値に対応するものである、焦点距離判定サブモジュール６０１１と；フォ
ーカス後焦点距離が撮影装置の指定されたズーム範囲内である場合、撮影装置と被撮影物
体の距離が予め設定された閾値未満であると判定するように構成された第３の判定サブモ
ジュール６０１３とを含む。
【０１１５】
　指定されたズーム範囲とは、鮮明な像が撮影装置のカメラの後ろで結像されるときの、
撮影装置と被撮影生体エンティティの距離に対応するオートフォーカス範囲を指す。
【０１１６】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、ユーザはキャプチャボタンをク
リックして、端末（携帯電話など）のカメラを起動させる。携帯電話がオートフォーカス
機能をサポートしているとき、携帯電話のカメラはオートフォーカスモードに入り、オー
トフォーカスアルゴリズムにより、フォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前
後に移動され、オートフォーカスという目的を達成する。フォーカス用モータは数百マイ
クロメートルの範囲で移動することができるので、カメラに対応するオートフォーカス範
囲は非常に限定される。携帯電話のソフトウェアによって戻される焦点距離がカメラの指
定されたズーム範囲内にある場合、撮影装置と被撮影物体の対応する距離は予め設定され
た閾値未満である、すなわち、この時の被撮影物体の物体種別は写真である。
【０１１７】
　図１２で示すように、本出願の上記の実装形態では、アクティベーションモジュール２
０は、撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置を初期化するように構成された初期化サ
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ブモジュール２０１と；撮影装置の初期化後、端末の撮影装置がオートフォーカスモード
をサポートしているかどうかを検出するように構成された第２の検出サブモジュール２０
３と；端末の撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしていると検出された場合、
撮影装置が被撮影物体に自動的にフォーカスするように、撮影装置のオートフォーカスモ
ードをアクティブ化するように構成されたアクティベーションサブモジュール２０５とを
含む。
【０１１８】
　さらに、図１３に示すように、第２の検出サブモジュール２０３は、撮影装置のフォー
カスモードリストを呼び出すように構成された呼び出しサブモジュール２０３１と；オー
トフォーカスモードの識別情報がフォーカスモードリストに存在する場合、端末の撮影装
置がオートフォーカスモードをサポートしていると検出するように構成された識別情報検
出サブモジュール２０３３とを含む。
【０１１９】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、ユーザはキャプチャ開始ボタン
をクリックして携帯電話のアプリケーションで携帯電話のカメラを開き、Ｃａｍｅｒａ．
ｏｐｅｎ（）を呼び出すことによってカメラを初期化する。カメラの初期化に成功すると
、電話がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかに関して判定がなされる。
判定方法として、Ｃａｍｅａｒ．Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ．Ｇｅｔ　Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　
Ｆｏｃｕｓ　Ｍｏｄｅｓ（）を呼び出す。このメソッドは、リスト（すなわち上述のよう
なフォーカスモードリスト）を戻す。戻されたフォーカスモードリストが、ＦＯＣＵＳ＿
ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯまたはＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＭＡＣＲＯ（すなわち、上述のような
オートフォーカスモードの識別情報）を含むとき、このことは、携帯電話がオートフォー
カスモードをサポートしていることを表す。携帯電話がオートフォーカスモードをサポー
トしているとき、携帯電話のオートフォーカスモードはアクティブ化され、携帯電話のカ
メラのフォーカスモードパラメータはＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯとして設定され、
呼び出しメソッドはＣａｍｅａｒ.Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ．Ｓｅｔ　Ｆｏｃｕｓ　Ｍｏｄ
ｅ（ＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯ）となる。フォーカスに成功すると、システムは自
動的にコールバック関数ｃｂを呼び出して、フォーカス後焦点距離を戻す。
【０１２０】
　ショップを開設するためのＴａｏｂａｏの認証のサービスプロセスが、本出願の上記の
実施形態を詳細に説明するために一例として用いられる。
【０１２１】
　携帯電話のアプリケーション（ＡｌｉのＭｏｎｅｙ　Ｓｈｉｅｌｄなど）は、ユーザに
人物の写真を撮影するように促し、ユーザは、キャプチャ開始ボタンをクリックする必要
がある。ユーザが、携帯電話のアプリケーションで携帯電話のカメラを開くと、Ａｎｄｒ
ｏｉｄシステムのインタフェースは、カメラの初期化を開始する。カメラが初期化に成功
した場合、携帯電話がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかに関して判定
がなされる。具体的には、フォーカスモードリストが検索取得され２種のモード（ＦＯＣ
ＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＡＵＴＯ及びＦＯＣＵＳ＿ＭＯＤＥ＿ＭＡＣＲＯ）がフォーカスモード
リストに含まれる状況においては、携帯電話はオートフォーカスモードをサポートしてい
るという判定がなされる。携帯電話のオートフォーカスに成功した後、システムは、フォ
ーカス後焦点距離を戻すように設定されたフォーカスのコールバック関数を自動的に呼び
出す。ユーザがキャプチャボタンをクリックすると、携帯電話のカメラは像を収集し、携
帯電話端末は、像に対応する画像データを生成する。画像データは、フォーカス後焦点距
離の情報及び焦点距離の情報に対応する物体距離の情報を含む。携帯電話のシステムは、
生成された画像データを携帯電話のアプリケーション（ＡｌｉのＭｏｎｅｙ　Ｓｈｉｅｌ
ｄなど）のサーバにネットワークを介して送信する。サーバは、キャプチャされた物体が
写真であるか生身の人間であるかを端末によって送信されたデータに基づいて判定し、そ
れによって、ユーザの身元が真正かつ有効であるかどうかを判定する。
【０１２２】
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　上記の実施形態では、Ａｎｄｒｏｉｄシステムによって提供される関連ソフトウェアイ
ンターフェースを用いてカメラのオートフォーカスの焦点距離を取得して、携帯電話のカ
メラのフォーカス後焦点距離が戻される。この焦点距離に基づいて、被撮影物体の物体種
別を判定することができる。上記の実施形態は、Ｓａｍｓｕｎｇ　Ｇａｌａｘｙ　Ｎｅｘ
ｕｓのハンドセットで検証され、実装に成功している。
【０１２３】
　本出願の解決策は、Ａｎｄｒｏｉｄオペレーティングシステムがインストールされた端
末で用いられ得、または、ｉＯＳ（ｉＰｈｏｎｅオペレーティングシステムの略、すなわ
ちＡｐｐｌｅのｉＯＳオペレーティングシステム）オペレーティングシステムがインスト
ールされた端末で用いられ得、写真を撮影するとき焦点距離を取得するインタフェースを
有することに留意すべきである。
【０１２４】
　カメラのオートフォーカスの焦点距離に関する情報は、Ａｎｄｒｏｉｄオペレーティン
グシステムがインストールされた端末でシステムインタフェースを介して取得することが
できる。
【０１２５】
　上記の実施形態によって、光学結像の原理及び既存の携帯電話のカメラの結像原理に基
づいて、フォーカス後焦点距離が導出される。携帯電話のカメラと被撮影物体の距離は、
焦点距離に基づいて取得される。この距離を用いて、被撮影物体が非常に近距離にあるか
どうか、すなわち、この距離が生身の人間が半身写真を撮影するのに必要な最小距離であ
るかどうかの最終的な判定を行う。改変された写真を認識する既存の方法と比較して、こ
れらの解決策は、撮影装置に基づいて追加のハードウェアを必要とせず、ソフトウェアプ
ロセスは相対的に簡潔であり、したがって、改変された写真を認識するプロセスを簡潔に
し、改変された写真の効率的な認識を実現するように既存技術における改変された写真を
認識するスキームの高複雑性という課題を解決する。
【０１２６】
　第３の実施形態
　本出願の実施形態によると、携帯端末の実施形態がさらに提供される。携帯端末は、第
２の実施形態の被撮影物体を認識する装置を含む。
【０１２７】
　具体的には、図１４に示すように、携帯端末は、撮影装置５０及びプロセッサ７０を含
む。撮影装置５０は、撮影命令の受信に応じてアクティブ化され、被撮影物体に自動的に
フォーカスするように構成されている。プロセッサ７０は、撮影装置が被撮影物体にフォ
ーカスすることに成功した後、撮影装置のフォーカス後焦点距離を取得し、被撮影物体の
物体種別が写真であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定するように構成さ
れている。
【０１２８】
　本出願の実施形態を用いると、端末の撮影装置のオートフォーカス機能が使用される。
撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかに関して、撮影装置が焦点を設定した後の焦点距離に基づいて判定がなさ
れる。前述の実施形態によれば、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかは、撮影装
置によるオートフォーカス後の焦点距離を用いて判定することができる。既存技術におけ
る改変された写真を認識する方法と比較すると、撮影装置に基づいて追加のハードウェア
は必要ではなく、ソフトウェアプロセスは相対的に簡潔であり、改変された写真を認識す
るプロセスを簡潔にし、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性
という技術的課題を解決し、改変された写真の高効率な認識を実装する。
【０１２９】
　上述のフォーカスとは、物体ごとの、レンズの後ろで形成される鮮明な像の位置の違い
に応じて結像面とレンズの距離を変更する、すなわち、像距離を変更して、結果的な像の
鮮明さを変化させることによる動作モードを指す。
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【０１３０】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、端末の撮影装置（携帯電話のカ
メラなど）はアクティブ化される。撮影装置のオートフォーカス機能を用いると、オート
フォーカスアルゴリズムにより、撮影装置のカメラがオートフォーカスモードに入ったと
きフォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前後に移動され、鮮明な像を撮像し
キャプチャするフォーカスという目的が達成される。写真のサイズは生身の人間のサイズ
よりもかなり小さいので、生身の人間の写真を撮影するときまたは写真を改変するとき、
端末上のイメージングフォトのサイズが互いに近い場合、写真と撮影装置のカメラの距離
は、生身の人間とカメラの距離よりかなり短い。このことは、結像式すなわち物体距離の
違いの存在に反映される。したがって、この距離の違いを用いて、撮影装置の被撮影物体
の物体種別が写真であるか生身の人間であるかを判定することができる。
【０１３１】
　第４の実施形態
　本出願の実施形態によると、第２の実施形態の撮影対象を認識する装置を含むカメラの
実施形態も提供される。
【０１３２】
　具体的には、図１５に示すように、カメラは、カメラ８０及びプロセッサ９０を含む。
カメラ８０は、撮影命令の受信に応じてアクティブ化し、被撮影物体に自動的にフォーカ
スするように構成されている。プロセッサ９０は、撮影装置が被撮影物体にフォーカスす
ることに成功した後、撮影装置のフォーカス後焦点距離を取得し、被撮影物体の物体種別
が写真であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定するように構成されている
。
【０１３３】
　本出願の実施形態を用いると、端末の撮影装置のオートフォーカス機能が使用される。
撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかに関して、撮影装置が焦点を設定した後の焦点距離に基づいて判定がなさ
れる。前述の実施形態によると、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかは、撮影装
置によるオートフォーカス後の焦点距離を用いて判定することができる。既存技術におけ
る改変された写真を認識する方法と比較すると、撮影装置に基づいて追加のハードウェア
は必要ではなく、ソフトウェアプロセスは相対的に簡潔であり、改変された写真を認識す
るプロセスを簡潔にし、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性
という技術的課題を解決し、改変された写真の高効率な認識を実装する。
【０１３４】
　上述のフォーカスとは、物体ごとの、レンズの後ろで形成される鮮明な像の位置の違い
に応じて結像面とレンズの距離を変更する、すなわち、像距離を変更して、結果的な像の
鮮明さを変化させることによる動作モードを指す。
【０１３５】
　具体的には、ユーザが写真を撮影する必要があるとき、端末の撮影装置（携帯電話のカ
メラなど）はアクティブ化される。撮影装置のオートフォーカス機能を用いると、オート
フォーカスアルゴリズムにより、撮影装置のカメラがオートフォーカスモードに入ったと
きフォーカス用モータが駆動されてイメージセンサが前後に移動され、鮮明な像を撮像し
キャプチャするフォーカスという目的が達成される。写真のサイズは生身の人間のサイズ
よりもかなり小さいので、生身の人間の写真を撮影するときまたは写真を改変するとき、
端末上のイメージングフォトのサイズが互いに近い場合、写真と撮影装置のカメラの距離
は、生身の人間とカメラの距離よりかなり短い。このことは、結像式すなわち物体距離の
違いの存在に反映される。したがって、この距離の違いを用いて、撮影装置の被撮影物体
の物体種別が写真であるか生身の人間であるかを判定することができる。
【０１３６】
　第５の実施形態
　本出願の実施形態はコンピュータ端末を提供してもよく、これはコンピュータ端末群の
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任意のコンピュータ端末装置であってもよい。任意選択的に、本実施形態では、前述のコ
ンピュータ端末はまた、携帯端末などの端末装置で置換されてもよい。
【０１３７】
　任意選択的に、本実施形態では、前述のコンピュータ端末は、コンピュータネットワー
クの複数のネットワーク装置の少なくとも１つに配置されてもよい。
【０１３８】
　本実施形態では、コンピュータ端末は、被撮影物体を認識する方法で以下のステップ：
撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置を起動して被撮影物体をオートフォーカスする
こと；撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、撮影装置のフォーカス
後焦点距離を取得すること；及び、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォー
カス後焦点距離に基づいて判定することのプログラムコードを実行し得る。
【０１３９】
　任意選択的に、図１６は、本出願の実施形態によるコンピュータ端末の構造ブロック図
である。図１６に示すように、コンピュータ端末Ａは、１つまたは複数の（図には１つの
み示す）プロセッサ１６１、メモリ１６３及び送信装置１６５を含んでもよい。
【０１４０】
　メモリは、本出願の実施形態の被撮影物体を認識する方法に対応するプログラム命令／
モジュールなどのソフトウェアプログラム及びアプリケーションソフトウェアのモジュー
ルを格納するように構成され得る。プロセッサは、様々な機能、アプリケーション及びデ
ータ処理、すなわち、メモリに格納されたソフトウェアプログラム（複数可）及びモジュ
ール（複数可）を実行することによって被撮影物体を認識する上記の方法を実行する。メ
モリは、高速ランダムアクセスメモリを含んでもよく、また、１つまたは複数の磁気スト
レージ装置、フラッシュメモリあるいは他の不揮発性ソリッドステートメモリなどの不揮
発性メモリも含んでもよい。いくつかの例では、メモリは、さらに、プロセッサに対して
遠隔配置されたストレージ装置を含んでもよい。これらのストレージ装置は、端末Ａにネ
ットワークを介して接続されてもよい。そうしたネットワークの例として、以下に限定さ
れるものではないが、インターネット、イントラネット、ローカルエリアネットワーク、
携帯通信ネットワーク及びそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１４１】
　プロセッサは、メモリに格納された情報及びアプリケーションプログラムを送信装置を
介して呼び出すことによって以下のステップ：撮影命令の受信に応じて、端末の撮影装置
をアクティブ化して被撮影物体をオートフォーカスすること；撮影装置が被撮影物体にフ
ォーカスすることに成功した後、撮影装置のフォーカス後焦点距離を取得すること；及び
、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定す
ることを実行することができる。
【０１４２】
　任意選択的に、プロセッサはまた以下のステップ：被撮影物体の物体種別が写真である
かどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することにおいて、撮影装置と被撮影物
体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判
定することであって、予め設定された閾値は撮影装置が生体物体をキャプチャするのに必
要な最小距離を表すために用いられるものであり、物体種別は生体物体及び写真を含むも
のである、判定することを含む、判定すること；及び、撮影装置と被撮影物体の距離が予
め設定された閾値未満である場合、被撮影物体の物体種別は写真であると判定することも
実行することができる。
【０１４３】
　任意選択的に、プロセッサはまた以下のステップ：被撮影物体の物体種別が写真である
かどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することにおいて、撮影装置と被撮影物
体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判
定することであって、予め設定された閾値は撮影装置が生体物体をキャプチャするのに必
要な最小距離であり、物体種別は生体物体及び写真を含むものである、判定することを含
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む、判定すること；撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満である場合、
撮影命令にしたがって生成された被撮影物体の画像データを取得すること；予め取得され
た改変された写真の特徴（複数可）が画像データに存在するかどうかを検出すること；及
び、予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が画像データに存在する場合、撮影
物体の物体種別は写真であると判定することも実行することができる。
【０１４４】
　任意選択的に、プロセッサはまた以下のステップ：撮影装置と被撮影物体の距離が予め
設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することにお
いて、フォーカス後焦点距離が撮影装置の指定されたズーム範囲内にあるかどうかを判定
することであって、指定されたズーム範囲は予め設定された閾値に対応するものである、
判定することを含む、判定すること；及び、フォーカス後焦点距離が撮影装置の指定され
たズーム範囲内にある場合、撮影装置と被撮影物体の距離は予め設定された閾値未満であ
ると判定することも実行することができる。
【０１４５】
　任意選択的に、プロセッサはまた以下のステップ：端末の撮影装置をアクティブ化して
被撮影物体をオートフォーカスすることであって、撮影命令の受信に応じて端末の撮影装
置を初期化することを含む、アクティブ化すること；撮影装置の初期化後、端末の撮影装
置がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかを検出すること；及び、端末の
撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしていることが検出された場合、撮影装置
が被撮影物体に自動的にフォーカスするように撮影装置のオートフォーカスモードをアク
ティブ化することも実行することができる。
【０１４６】
　任意選択的に、プロセッサはまた以下のステップ：端末の撮影装置がオートフォーカス
モードをサポートしているかどうかを検出することであって、撮影装置のフォーカスモー
ドリストを呼び出すことを含む、検出すること；及び、オートフォーカスモードの識別情
報がフォーカスモードリストに存在する場合、端末の撮影装置はオートフォーカスモード
をサポートしていると検出することも実行することができる。
【０１４７】
　本出願の実施形態を用いると、端末の撮影装置のオートフォーカス機能が使用される。
撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかに関して、撮影装置が焦点を設定した後の焦点距離に基づいて判定がなさ
れる。前述の実施形態によって、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかは、撮影装
置によるオートフォーカス後の焦点距離を用いて判定することができる。既存技術におけ
る改変された写真を認識する方法と比較すると、撮影装置に基づいて追加のハードウェア
は必要ではなく、ソフトウェアプロセスは相対的に簡潔であり、改変された写真を認識す
るプロセスを簡潔にし、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性
という技術的課題を解決し、改変された写真の高効率な認識を実装する。
【０１４８】
　当業者は、図１６に示す構造は単なる例示であることを理解することができ、コンピュ
ータ端末はまた、スマートフォン（Ａｎｄｒｏｉｄ携帯電話、ｉＯＳ携帯電話などといっ
た）、タブレットコンピュータ、ハンドヘルド型コンピュータ及び携帯インターネット装
置（ＭＩＤ）、ＰＡＤ及び他の端末装置であってもよい。図１６は、上記の電子装置の構
造を限定するものではない。例えば、コンピュータ端末Ａは、図１６に示すものより多い
または少ない構成要素（ネットワークインタフェース、表示装置などといった）も含んで
もよく、または、図１６に示すものと異なる構成を有してもよい。
【０１４９】
　当業者は、上記の実施形態の各方法の全てのまたは一部のステップは端末装置のプログ
ラムが命令する関連ハードウェアを通して達成することができることを理解することがで
きる。プログラムは、コンピュータ可読ストレージ媒体に格納され得、ストレージ媒体に
は、フラッシュドライブ、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
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Ｍ）、磁気ディスク、または光学ディスクなどが含まれてもよい。
【０１５０】
　第６の実施形態
　本出願の実施形態はまたストレージ媒体も提供する。任意選択的に、本実施形態では、
ストレージ媒体は、第１の実施形態で提供される被撮影物体を認識する方法によって実行
されるプログラムコードを格納するように構成され得る。
【０１５１】
　任意選択的に、本実施形態では、ストレージ媒体は、コンピュータネットワークのコン
ピュータ端末群の任意のコンピュータ端末に配置されてもよく、または、携帯端末群の任
意の携帯端末に配置されてもよい。
【０１５２】
　任意選択的に、ストレージ媒体は、以下のステップ：撮影命令の受信に応じて、端末の
撮影装置をアクティブ化して被撮影物体をオートフォーカスすること；撮影装置が被撮影
物体にフォーカスすることに成功した後、撮影装置のフォーカス後焦点距離を取得するこ
と；及び、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づい
て判定することを実行するのに用いられるプログラムコードを格納するように構成されて
いる。
【０１５３】
　任意選択的に、ストレージ媒体はまた、以下のステップ：被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することにおいて、撮影装置と被
撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づ
いて判定することであって、予め設定された閾値は撮影装置が生体物体をキャプチャする
のに必要な最小距離を表すために用いられるものであり、物体種別は生体物体及び写真を
含むものである、判定することを含む、判定すること；及び、撮影装置と被撮影物体の距
離が予め設定された閾値未満である場合、被撮影物体の物体種別は写真であると判定する
ことを実行するのに用いられるプログラムコードを格納するように構成されている。
【０１５４】
　任意選択的に、ストレージ媒体はまた、以下のステップ：被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定することにおいて、撮影装置と被
撮影物体の距離が予め設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づ
いて判定することであって、予め設定された閾値は撮影装置が生体物体をキャプチャする
のに必要な最小距離であり、物体種別は生体物体及び写真を含むものである、判定するこ
とを含む、判定すること；撮影装置と被撮影物体の距離が予め設定された閾値未満である
場合、撮影命令にしたがって生成された被撮影物体の画像データを取得すること；予め取
得された改変された写真の特徴（複数可）が画像データに存在するかどうかを検出するこ
と；及び、予め取得された改変された写真の特徴（複数可）が画像データに存在する場合
、撮影物体の物体種別は写真であると判定することを実行するのに用いられるプログラム
コードを格納するように構成されている。
【０１５５】
　任意選択的に、ストレージ媒体はまた、以下のステップ：撮影装置と被撮影物体の距離
が予め設定された閾値未満であるかどうかをフォーカス後焦点距離に基づいて判定するこ
とにおいて、フォーカス後焦点距離が撮影装置の指定されたズーム範囲内にあるかどうか
を判定することであって、指定されたズーム範囲は予め設定された閾値に対応するもので
ある、判定することを含む、判定すること；及び、フォーカス後焦点距離が撮影装置の指
定されたズーム範囲内にある場合、撮影装置と被撮影物体の距離は予め設定された閾値未
満であると判定することを実行するのに用いられるプログラムコードを格納するように構
成されている。
【０１５６】
　任意選択的に、ストレージ媒体はまた、以下のステップ：端末の撮影装置をアクティブ
化して被撮影物体をオートフォーカスすることであって、撮影命令の受信に応じて端末の



(25) JP 2019-515519 A 2019.6.6

10

20

30

40

50

撮影装置を初期化することを含む、アクティブ化すること；撮影装置の初期化後、端末の
撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしているかどうかを検出すること；及び、
端末の撮影装置がオートフォーカスモードをサポートしていることが検出された場合、撮
影装置が被撮影物体に自動的にフォーカスするように撮影装置のオートフォーカスモード
をアクティブ化することを実行するのに用いられるプログラムコードを格納するように構
成されている。
【０１５７】
　任意選択的に、ストレージ媒体はまた、以下のステップ：端末の撮影装置がオートフォ
ーカスモードをサポートしているかどうかを検出することであって、撮影装置のフォーカ
スモードリストを呼び出すことを含む、検出すること；及び、オートフォーカスモードの
識別情報がフォーカスモードリストに存在する場合、端末の撮影装置はオートフォーカス
モードをサポートしていると検出することを実行するのに用いられるプログラムコードを
格納するように構成されている。
【０１５８】
　本出願の実施形態を用いると、端末の撮影装置のオートフォーカス機能が使用される。
撮影装置が被撮影物体にフォーカスすることに成功した後、被撮影物体の物体種別が写真
であるかどうかに関して、撮影装置が焦点を設定した後の焦点距離に基づいて判定がなさ
れる。前述の実施形態によると、被撮影物体の物体種別が写真であるかどうかは、撮影装
置によるオートフォーカス後の焦点距離を用いて判定することができる。既存技術におけ
る改変された写真を認識する方法と比較すると、撮影装置に基づいて追加のハードウェア
は必要ではなく、ソフトウェアプロセスは相対的に簡潔であり、改変された写真を認識す
るプロセスを簡潔にし、既存技術における改変された写真を認識するスキームの高複雑性
という技術的課題を解決し、改変された写真の高効率な認識を実装する。
【０１５９】
　本出願の前述の実施形態の連続番号は、単に説明のために意味され、実施形態の属性を
表すものではない。
【０１６０】
　本出願の前述の実施形態では、各実施形態の説明はそれぞれに強調点を有する。実施形
態で詳細に記載されていない部分は、他の実施形態の関連する記載を参照することができ
る。
【０１６１】
　本出願によって提供される実施形態では、開示された技術的内容は他のやり方で実装さ
れ得ることが理解されるべきである。上述された装置の実施形態は単なる例示である。例
えば、ユニットの分割は論理機能の単なる分割であり、実際の実装において他の分割法が
存在し得る。例えば、複数のユニットまたは構成要素は、組み合わされあるいは別のシス
テムに統合されてもよく、または、いくつかの特徴は無視され得、あるいは実装されなく
てもよい。さらに、示されまたは論じられた相互結合または直接結合または通信接続は、
いくつかのインタフェース、ユニットまたはモジュールを介した間接結合または通信接続
であってもよく、電気的な形式または他の形式であってもよい。
【０１６２】
　別の構成要素として記載されたユニットは、物理的に分離されてもよくまたはされなく
てもよい。ユニットとして表示された構成要素は、物理的なユニットであってもよくまた
はなくてもよく、すなわち、１つの場所に配置されてもよくまたは複数のネットワークユ
ニットに分散されてもよい。ユニットの一部または全ては、本実施形態の解決策の目的を
達成するために実際の要件にしたがって選択され得る。
【０１６３】
　さらに、本出願の各実施形態の様々な機能ユニットは、単一の処理ユニットに統合され
てもよい。代替として、各ユニットは、物理的に単独で存在してもよい。代替として、２
つ以上のユニットが単一のユニットに統合されてもよい。上記の統合されたユニットは、
ハードウェアまたはソフトウェアのいずれかの形式で実装することができる。
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【０１６４】
　ソフトウェア機能ユニットの形で実装されまたはスタンドアロン製品として販売あるい
は使用される場合、統合されたユニットは、コンピュータ可読ストレージ媒体に格納され
得る。そうした理解に基づくと、本出願の技術的解決策の本質、既存技術に貢献する部分
、または技術的解決策の全てあるいは一部は、ストレージ媒体に格納されたソフトウェア
製品の形で具現化することができ、コンピュータ装置（パーソナルコンピュータ、サーバ
、ネットワークデバイスなどであってもよい）に本出願の各実施形態に記載された方法の
ステップの全てまたは一部を実行させる命令を含む。ストレージ媒体には、フラッシュデ
ィスク、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リムーバ
ブルハードディスク、磁気ディスク、光学ディスクなどの、プログラムコードを格納可能
な様々な種類の媒体が含まれる。
【０１６５】
　上記の説明は、本出願の好ましい実施形態のみを示すものである。当業者は本出願の原
理から逸脱することなく多数の改良形及び変更形を作成することができることが指摘され
るべきである。これらの改良形及び変更形もまた、本出願の保護範囲として見なされるべ
きである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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